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 歯罵病の発症に細菌が関与 していることは多くの研究春によって萌 らかにされている。 ヒト歯
 肉溝およ び歯周ポケット内の微生物叢の生態を研究する目的で, その物理化学的環境のうち, pR
 と §02 について, 患者5名の47部位で測定した。
 口腔内の測定に先立ち, 口腔外で各種溶液を篤いて, 測定用電極の性能を調べた。
 pR の測定には, 江刺・松尾らの開発した HIS-FET 電極と, 自作の Ag/AgCl 比較電極を用
 い, 中性リン酸塩標準液 (p難 6. 86), フタル酸塩標準液 (pR 4. 01), ホウ酸塩標準液 (診H 9. 18),
 0.1 N-NaOH と 0.i 紘一KH2P劔 の混合液, i/15 灘一KH2PO4 と 1/15 M-Na2HPO4 の混合液,
 0・i 鍛一クエン酸と 0.2 M-Na2薙PO睦 の混合液を用い, 温度による出力電圧差, 酸性側。アルカ
 リ偵験こおける患力電鷹, 1籔餅」・動郎ヨ ドリフ ト, pH 6.00～8.()(}闘の pH 感度とその直線1生にっし・
 て測定 した。
 pO2 測建には, ポーラ質グラフィーの原理を応用した白金電極表面における還元電流の測定方
 法を用い, 望月・斎藤 らの交番電厩法で, 除金電極を陰極と した時の加電圧還元電流値の関係,
 pO2 分鑓と還元電流値の関係, 各種溶液と pO2 感度について測定した。
 患者の自腔内では, pR が歯肉縁から1臓, pO2 が歯肉溝またはポケットの底部を測定し, 以
 下の結果を得た。
 L His-FET 電極の pH 感度は, アルカリ側より酸1生側で大きく, 35。C で 姐O～5i. 8mV/
 pR の範囲にあり, ドリフトは最大 0. 03pH/煎11 であった。
 2・ H亙S-FET 電極, Ag/AgCi 電極を測定液中に入れ直した時, i回90秒で最大 1・違mV のド
 リフトがあり, 入れ直さない時に比べて大きかった。
 ま 餐種 pH 緩衝液における pH 感度の差は, 0.1N-NaO}{ と 0. i瓢一K}{2PO4 の混合液で感
 度差が大きく, 温度差も大きかった。
 4. 費02 測定用白金電橿と, Ag/AgC1 電極を用いた時, 加電圧と還元電流の関係は, 各種混
 合液中で, 一〇. 55～一〇. 75V の範囲に限界電流域がみ、られた。
 5. 組織外液に近い無機イオン溶液中では, 35。C, 交番電圧±0. 6V で, pO2 分涯0～150憩m}{g
 の範囲で直線関係があった。
 6. pH 7. 00 付近における各混合液中の 嚢02 感度は 27. 5。C で, 50,9～59.3 (pA/mmRg),
 平均 56.2 (pA/環mRg) で, 無機イ オン溶液 350C の時, 64.0 (pA/mmRg) であった。
 7・ ヒト歯肉溝および歯周ポケット内の pH と pO2 を測定 したところ, 歯周病患者で, 6. 35
 (S. D. 一〇護49), 2婆. 9憩mHg (S. D. 目皿 7mmHg), 健康者で, 6. 59 (S. D. 蹴0. 174), 3& 4m憩}{g
 (S。 D. 胤i7. immHg) であった。
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審査結果要旨
 歯肉溝およ び歯周ポケット内の水素イオン濃度 (以下 pR と略す) と溶存酸素分底 (以下 pO2
 と略す) は局所の生理的状態に依存 している と同時にそこに棲、蜜、する微生物にも緊密な関連性を
 有している。 従ってそれらの測定は歯周病の発症や進行のメカニズムを解明 し, 治療術式を探求
 する一とで有用な情報を明 らかにする ものと、思われる。
 これ窟で p葺 の測定には ガラス電極あるいはア ソチモン電極が胴い られてきたが前者は形状が
 大ぎく, 取り扱いに濫意を要するので直接歯肉溝や歯周ポケットに挿入することは難しく しかも
 電極抵抗が極めて高いので雑音が混入 し易いものであった。 後者はすでに歯肉溝内に応用されて
 はいるものの測定精度が低いとともに電極よ り溶目する金 属イ オンの微生物叢に対する影響が問
 題とされてきた。
 本硯究はヒ 1・ の歯肉溝および歯周ポケッ 」・ 内を対象と し, pH はセ ンサ一部分が小さく しかも
 電極抵抗が低い水素イ オン感受性電界効果トラ ンジスタ電極 (mSFET) を用いて, pO2 は白金
 電極を胴いて測定することを目的としている。
 凱SFET の測定回路は松尾らのそれに倣い dra圭n/SO蟹ce 問に一35∫`A の定電流を流 したセン
 サーと Ag/AgC1 電極との問の電位差を測定 し, これを予め求めておいた校正曲線に照合 して
 pH に換算している。 その際, リン酸塩, フタル酸塩, あるいはホウ酸塩などを食む各種緩衝液
 を調合して校斑曲線を求めており, HBFET 電極の感度が酸性側では51.8mV/p}{, アルヵ》側
 では46.OInv/pH であること, §H 感度では0. 1N NaOR と0. 1M K}{2PO4 の混合液の方が i/15
 MKH2PO4 と1/15懸 Na2HPO4 の混合液, 及び0. iM クエン酸と0. 2M Na2HPO4 の混合液よりも
 変動が大であったことを見ている。
 pO2 の測定には針状の白金電極を構いており, 各種イ オン混合液中では 一一〇。 55～一〇. 75V の間
 に限界電流域のあることを見てる。 そ して交番電圧0. 6V をこれに重畳すると pO2 と還元電流間
 には直接関係が得られ pH 7. 00 付近における pO2 測定系の感度は平均 56.2×1e2 A/m搬}{g
 であることを見ている。
 この様にして校正 した爾測定系を用い, ヒト歯肉溝, 及び歯周ポケット内の p銭 と pO2 を5
 名の被検者で47ケ所について測定 したところ, p猟 は5. 98～6. 87の範囲にあり平均6. 44 (S. D. 一
 〇. 三96), PO2はし 6～60.2mmHg の範囲にあり平均29.3mmH9 (S. 獄 鞭i8. 3) の値を得ている。
 更に, 健康者と歯周病患春を比較すると、憲渚のポケット内の方に pK が有意に低いことを見いだ
 している。
 以、しのように木論文はこれまで困難であった歯肉溝, 歯周ポケット内の pK 及び pO2 を正確
 に測定する方法を確立したもので歯周病学に寄与する功績は大ぎい, よって学位授与に値するも
 のと認める。
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